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関
高
Ｏ
Ｂ
第
１
回
展
を
平
成
21
年
に
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

第
６
回
展
を
、
昨
年
９
月
末
よ
り
８
日
間
に
わ
た

り
、
関
市
本
町
７
丁
目　

古
民
家
画
廊
山
麓
（
５

回
生　

纐
纈
明
世
氏
の
生
家
）
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
出
品
者
53
名
に
よ
り
85
点
の
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。

　

６
回
展
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
在
校
生
６
名

が
絵
画
、
書
道
部
門
に
出
品
し
て
く
れ
た
こ
と
で

し
た
。
絵
画
部
門
に
は
小
川
裕
夏
・
林
泰
平
（
２

年
生
）
清
水
彩
加
（
３
年
生
）。
書
道
部
門
に
は
、

加
藤
綾
華
・
福
田
は
る
か
・
宮
木
万
里
亜
（
い
ず

れ
も
３
年
生
）
の
皆
さ
ん
が
出
品
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
加
藤
昭
二
校
長
の
熱
心
な
働
き
か
け
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。
世
代
間
の
交
流
が
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
こ
う
し
た
催
し
に
在

校
生
に
積
極
的
な
参
加
を
促
す
働
き
か
け
を
し
て

い
た
だ
い
た
加
藤
校
長
の
熱
意
に
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
今
回
よ
り
、
能
面
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

の
出
品
が
加
わ
り
ま
し
た
。
能
面
は
関
市
の
春
日

神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
能
面
（
重
要
文
化
財
）

の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
面
打
ち
を
得
意
と
す
る
同

窓
生
か
ら
の
出
品
で
し
た
。

　

関
高
Ｏ
Ｂ
展
は
、
地
域
性
を
ふ
ま
え
刀
剣
部
門

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
全
国
の
Ｏ
Ｂ
展
を
見
て
も
刀
剣
部

門
が
あ
る
の
は
本
展
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
第
７
回
展
を
、
９
月
27
日
か
ら
８
日
間

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
お
よ
び
在
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、
充
実

し
た
作
品
の
出
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
出
品
申
し
込
み
は
、
事
務
局
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。
後
日
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
先
：

　
　

纐
纈
明
世
（
５
回
生
）

　
　
　
　

電
話
０
５
８
─
２
３
２
─
８
９
３
２

　
　

平
野
義
文
（
17
回
生
）

　
　
　
　

電
話
０
５
７
５
─
２
２
─
６
４
５
５

 

さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
す

 

第
７
回
関
高
Ｏ
Ｂ
展

          

関
高
Ｏ
Ｂ
展
実
行
委
員
長

石
原　

通
男
（
６
回
生
）

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
ご
活
躍
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
は
、
同
窓
会
に
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
関
高
校
は
6
年
後
に

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
１
０
０
周
年
に

向
か
っ
て
、
そ
の
準
備
を
確
実
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
す
。
そ
の
為

に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
3
つ
あ

る
と
思
い
ま
す
。
１
つ
目
は
関
高
同
窓
会
の

存
在
意
義
を
明
確
に
し
、
同
窓
生
に
と
っ
て

真
に
必
要
な
組
織
に
す
る
こ
と
。
2
つ
目
は

組
織
の
強
化
を
図
り
各
地
で
活
躍
さ
れ
る
同

窓
生
の
連
携
を
強
く
す
る
こ
と
。
３
つ
目
に

は
財
政
的
な
基
盤
を
確
立
し
、
１
０
０
周
年

ま
で
に
余
裕
の
あ
る
予
算
を
立
て
る
こ
と
で

す
。

　

１
つ
目
に
つ
い
て
は
、
同
窓
生
の
皆
様
に

的
確
な
情
報
を
発
信
、
提
供
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
個

人
情
報
の
保
護
に
は
充
分
注
意
し
な
が
ら
、

各
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
紹

介
や
、
仕
事
や
災
害
時
に
同
窓
生
同
士
が
助

け
合
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
組
織
の
強
化
の
た
め
支
部
を

増
や
し
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
東
海
３
県
に
は
多
く
の
同
窓
生
が
在
住

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
東
海
支
部
を
立
ち
上
げ

る
べ
く
本
部
一
丸
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
本
年
11
月
29
日
に
は
「
関

高
校
東
海
支
部
」
の
設
立
総
会
を
開
催
出
来

る
運
び
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
必

要
に
応
じ
近
畿
そ
の
他
地
域
に
支
部
を
設
立

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、
財
政
基
盤
を
盤
石
に
す
る
こ

と
で
す
。
会
員
数
は
、
毎
年
増
え
て
い
き

「
桜
ヶ
丘
だ
よ
り
」
の
発
行
数
は
増
え
て
い

ま
す
の
に
、
会
費
収
入
は
一
向
に
増
え
て
い

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
財
政
基
盤
の
確
立
は

出
来
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
か

ら
会
費
を
振
り
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
改

善
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
な
か
な
か
難
し
く
良
い
状
態
に
は
向

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
断
腸
の
思
い
で
は
有
り
ま
す
が
、

本
年
度
以
降
「
桜
ヶ
丘
だ
よ
り
」
の
発
行
を

隔
年
と
す
る
こ
と
を
決
定
致
し
ま
し
た
。
そ

の
代
わ
り
、
関
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同

窓
会
・
同
窓
会
報
の
中
に「
桜
ヶ
丘
だ
よ
り
」の

Ｈ
Ｐ
版
を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

文
末
で
は
あ
り
ま
す
が
会
員
の
皆
様
に

は
、
会
費
を
必
ず
お
振
込
み
く
だ
さ
い
ま
す

こ
と
と
、
関
高
校
と
関
高
校
同
窓
会
に
対
し

ま
し
て
尚
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
し
て
会
長
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
本
校
教

育
に
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
校
へ
着
任
し
、
二

年
目
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

関
高
は
、
今
年
度
九
十
四
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
大
正
の
世
か
ら
、
昭
和
の
時
代

を
経
て
、
平
成
の
今
日
ま
で
、
そ
の
時
々

の
教
育
行
政
や
制
度
に
よ
り
様
々
な
変
遷

を
重
ね
る
中
、
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
学
ぶ
生
徒
た

ち
に
よ
っ
て
、
伝
統
や
本
学
の
精
神
が
受

け
継
が
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、
二
万
三
千
名
を
超
え
る
卒
業

生
が
こ
の
学
び
舎
を
巣
立
ち
、
社
会
の
様
々

な
分
野
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
在
校
生
は
勉
学
だ
け
で
な
く
、

強
歩
大
会
、
球
技
大
会
等
の
学
校
行
事
や

部
活
動
を
は
じ
め
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
若
い
力
や
独
創
性
を

存
分
に
発
揮
し
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
文
武
両
道
の
気
風
が
重
ん
じ
ら

れ
、
私
は
関
高
校
が
そ
う
し
た
学
校
の
姿

や
伝
統
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
と
っ

て
も
魅
力
あ
る
高
等
学
校
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
も
二
十
七
年
度
、
四
半
世

紀
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
本
校
で
も
平
成

生
ま
れ
の
若
者
が
教
壇
に
立
ち
、
先
輩
の

先
生
の
教
え
を
仰
ぎ
な
が
ら
授
業
や
部
活

動
等
の
指
導
の
過
程
で
子
ど
も
た
ち
の
反

応
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ

熱
心
に
取
り
組
む
姿
が
あ
り
ま
す
。
松
尾

芭
蕉
の
俳
諧
の
理
念
の
ひ
と
つ
と
称
さ
れ

る
「
不
易
と
流
行
」
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、

時
代
は
変
わ
っ
て
も
教
育
は
人
な
り
で
、

先
生
と
い
う
存
在
は
教
育
に
と
っ
て
も
っ

と
も
大
切
で
変
わ
ら
な
い
本
質
（
不
易
）

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
日
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
や
教
育
環
境
の
変
化
は
大
き
く
、
関

高
に
お
い
て
も
一
人
一
人
の
高
校
生
活
は

私
た
ち
昭
和
の
時
代
と
は
随
分
違
い
ま
す

が
、
生
徒
た
ち
の
も
つ
「
不
易
」
の
部
分

を
信
頼
し
、
毎
日
の
教
育
を
し
っ
か
り
行
っ

て
ゆ
く
こ
と
が
本
校
で
奉
職
す
る
我
々
教

師
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
」
の
指
定
校
と
し
て
、
二
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
昨
年
度
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
、
今
年
度
も
生
徒
一
人
一
人
が
社

会
の
課
題
に
対
す
る
関
心
と
深
い
教
養
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題
解
決

力
等
の
国
際
的
素
養
を
身
に
付
け
、
多
様

な
価
値
観
を
認
め
あ
え
る
人
材
の
育
成
に

務
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
と
し
ま
し
て
、
さ
ら
な
る
歴
史
を

刻
む
母
校
に
対
し
、
各
界
で
御
活
躍
の
皆

様
か
ら
、
一
層
の
ご
尽
力
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

会長

堀部　哲夫
学校長

加藤　昭二

同
窓
会
長
挨
拶

学
校
長
挨
拶
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第  47  号（2）平成27年８月５日 桜　ヶ　丘　だ　よ　り

卒業年度 26 25 24 23 22

卒業者数 280 276 281 279 312

国 公 立 大 学 151 117 143 126 153

私 立 大 学 756 602 737 647 668

東 京 大 学 0 1 2 1 0

京 都 大 学 3 3 7 0 5

名 古 屋 大 学 19 9 18 10 15

大 阪 大 学 2 2 2 4 3

岐 阜 大 学 25 19 24 17 40

早 稲 田 大 学 10 8 15 9 10

慶 應 義 塾 大 学 4 4 8 8 5

南 山 大 学 62 51 38 41 51

名 城 大 学 88 75 63 64 41

立 命 館 大 学 51 49 56 58 88

同 志 社 大 学 29 17 45 31 33

※合格者の多い大学のみ掲載しました。

【
転
入
】

　

教
諭
（
家
庭
）	

林　
　

智
子
（
高
30
）

　

事
務
職
員	

小
森　

美
紀
（
高
34
）

　

教
諭
（
英
語
）	

亀
谷
み
ゆ
き
（
高
37
）

　

実
習
助
手	

石
原　

貴
子
（
高
42
）

　

教
諭
（
英
語
）	

市
原　

賢
優
（
高
50
）

【
転
出
】

　

事
務
職
員	

後
藤　

純
子
（
高
29
）

　

事
務
職
員	

杉
村　

尚
美
（
高
45
）

　

全
体
の
約
５
割
が
国
公
立
四
大
、
さ
ら
に
約
１
割
強
が
難
関
私
立
大
学
に
進
学
し
て

い
ま
す
。
生
真
面
目
な
学
習
姿
勢
を
３
年
間
貫
き
通
し
た
学
年
で
し
た
。
進
学
後
、
そ

し
て
就
職
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

組	

坂　

本　

倫
太
郎

	

福　

岡　

晃　

帆

２　

組	

長
谷
部　

奈　

祐

	

井　

藤　

由　

唯

３　

組	

深　

川　

晃　

平

	

安　

田　

早　

希

４　

組	

足　

立　

尭　

之

	

磯　

貝　

み
つ
き

５　

組	

川　

村　

卓　

海

	

武　

田　

彩
優
花

６　

組	

塚　

原　

亮　

輔

	

金　

子　

歩　

未

７　

組	

塚　

原　

能　

丈

	

河　

野　

百　

音

学
年
幹
事

足　

立　

尭　

之

安　

田　

早　

希

　
二
階
堂
　
保
　
先
生

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

お
く
や
み

▼
郵
送
料
値
上
げ
の
た
め
、
本
年
度
よ

り
紙
面
で
の
発
行
を
隔
年
と
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
費
の
納
入
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
転
居
・
市
町
村
合
併
等
に
よ
る
町
名

や
地
番
の
変
更
に
よ
り
、
会
員
の
皆
様

へ
の
ご
連
絡
や｢

桜
ケ
丘
だ
よ
り｣

の

ご
送
付
に
支
障
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
保
護
が
叫
ば
れ
る

昨
今
の
状
況
も
考
慮
い
た
し
ま
す
と
会

員
名
簿
の
作
成
・
発
行
は
非
常
に
困
難

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

各
学
年
の
幹
事
の
皆
様
や
ご
本
人
か
ら

の
情
報
を
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
い
た

だ
け
る
と
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
同
窓
会
開
催
の
折
に
は
、
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
補
助
金
を
ご

援
助
し
て
お
り
ま
す
。

▼
会
報
掲
載
用
の
原
稿
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍

の
様
子
や
、
同
窓
会
で
の
交
歓
の
ひ
と

と
き
等
の
記
事
を
お
写
真
と
と
も
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。（
お
写
真
は
お
返
し
し

ま
す
。）

　関高校（武儀高女）卒業生の交流と親睦、芸術の
普及等を目的とした美術展を開催します。

日　　時：平成 27 年 9 月 27 日（日）～10 月 4 日（日）
　　　　　　午前 10 時 ~ 午後 5 時
開催場所： 古民家  山麓　（関市本町 7-13）
部　　門：絵画、書、写真、陶芸、デザイン、刀剣、能面、ステンドグラス

最終日は午後 4 時まで

（第 6回展は出品者 59名、
　　　　　　来場者 700 名で大盛況でした。）

関高OBの芸術を古民家で展示

主　　催：関高校 OB 美術展実行委員会　
後　　援：岐阜県立関高校同窓会
お問合先：電話　0575-22-6455 　平野義文（17 回生）

世代を超えた芸術の絆
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美術展

　

岐
阜
支
部
第
七
回
総
会
及
び
懇
親
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

母
校
の
情
報
や
ご
指
導
頂
い
た
先
生
方

と
の
懇
談
、お
楽
し
み
会
？
同
期
生
を
誘
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
卒
業
年
次
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま

た
他
支
部
か
ら
の
ご
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

記

・
日
時

　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
七
日
（
日
）

　
　

午
前
十
一
時
よ
り

　
（
受
付　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
）

・
場
所　

岐
阜
市
長
良
川
畔

　
　

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　

〇
五
八
（
二
三
三
）
一
一
一
一

・
会
費
（
懇
親
会
費
）　　
　

八
千
円

［
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
］

①
岐
阜
支
部
事
務
局

　
　

第
十
一
回
生　

吉
田　
　

徹

　
　
　
　

〇
五
八
（
二
三
三
）
二
一
五
七

②
学
年
当
番
幹
事
代
表

　
　

第
十
九
回
生　

村
瀬　

春
峰

　
　
　
　

〇
五
八
三
（
八
二
）
三
九
五
四

　
　

第
二
十
回
生　

富
松
喜
久
恵

　
　
　
　

〇
五
八
一
（
二
二
）
二
五
六
六

岐
阜
支
部
総
会
開
催
の
ご
案
内

平
成
27
年
度
同
窓
職
員
異
動

卒業生の進路状況 昨
年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

第
67
回
生
（
平
成
27
年
３
月
卒
業
）

同
窓
会
ク
ラ
ス
幹
事

写
真
・
第
６
回
展
開
場
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
加
藤
昭
二

校
長
、
左
端
は
尾
関
健
治
関
市
長
（
43
回
生
）

編
集
後
記


